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３－２ 各区域における保存管理方針 

（１）全般 

次頁以降では，各区域の構成要素を地形・地割，水系，建築物・工作物，植栽・植生，遺跡・

遺構と行催事の場に区分し，その保存管理方針を設定している。そのうち，区域共通の保存管理

方針を下表のとおり整理した。 

 

表 1 区域共通の構成要素毎の保存管理方針 

構成要素の区分 構成要素毎の保存管理方針 

○地形・地割 

・地形・地割は，名勝円山公園の保存管理において重要な構成要素として

現況を維持する。 

・園地，園路，参道等は，原則，恒常維持管理の範囲で修繕するものとし，

定期修理においては意匠等の見直しを含めて検討を行う。 

○水系 

・流れや池底，水路床については，土砂や落ち葉等の堆積状況を点検し，

浚渫による恒常維持管理を行う。 

・園内の水路系統については，漏水箇所を中心とした現況調査を実施し，

定期修理を行う。 

○建築物・ 

 工作物 

建築物 

・公園施設の定期修理は，名勝円山公園にふさわしい意匠形態等となるよ

う検討を行う。 

・便益施設は，所有者との協議の上，適正化を図る。 

・民地にある建築物は，所有者と協議の上，保存管理を行う。 

工作物 

・名勝指定後に設置された石造物や歌碑，工作物等は，名勝指定前の修景

物と混合しないよう，その設置経緯や状況を明らかにし，恒常維持管理

を行う。 

・便益施設周辺に設置する自動販売機や看板などの工作物については，色

彩や規模，形態等，所有者との協議の上，適正化を図る。 

・民地にある工作物は，所有者と協議の上，保存管理を行う。 

○植栽・植生 

・景観を特徴づけている樹木の恒常維持管理を行う。 

・樹木の成長により，景石や石造物の視認性を損ねている場合は，剪定等

による恒常維持管理を行う。 

・植生は，名勝円山公園の重要な構成要素として保存管理を行う。 

・シダレザクラを含むサクラ類等，名勝円山公園の景観を特徴づける樹木

に，表土の流出等の保存管理上の課題が確認された場合は，樹勢回復措

置を検討する。 

○遺跡・遺構 
・地下に埋蔵されている遺構は，名勝公園が埋蔵する重要な構成要素とし

て保全する。 

○行催事の場 ・行催事，イベント開催の場の保存管理を行う。 
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（２）区域区分毎 

１）圓山山麓 

 

圓山山麓は，江戸期まで安養寺境内において，時宗寺院の子院，六阿弥が「貸座敷」を営むなど，

圓山の起伏を活かした眺望や庭園美を背景とした名勝地として賑わった。明治期の上知令により官

有地となって以降も，旧境内が払い下げられ，吉水温泉や也阿弥ホテルが建設されるなど，圓山山

麓に新しい景観がつくりだされた。 

公園開設以降から現在に至るまでの圓山山麓は，安養寺及び長樂寺の境内，園地と便益施設が混

在する区域として利用が図られているとともに，名勝円山公園の背景として，圓山の地形を活かし

た景観をつくりだしている。 

 

（ア）区域の保存管理方針 

名勝円山公園の背景として，圓山山麓の間から，安養寺・長樂寺等の古寺名刹の屋根が見え隠れ

する景観を保存管理する。 

また，地形・地割や植栽・植生を活かした園地の保存管理を行うとともに，左阿弥をはじめとし

た便益施設の賑わいづくりや眺望景観の復活など，公園機能を向上することで，江戸期に賑わいの

あった圓山山麓への動線を再興し，更なる利用の促進を図る。 

 

（イ）区域の構成要素 

■構成要素 価値との関係※ 

区 分 詳細 名勝 都市 

○地形・ 

 地割 

地形 ・圓山山麓の地形 ●  

地割 

・安養寺，吉水大弁財天女，長樂寺の境内並びに伽藍配置 

・便益施設（左阿弥）の敷地並びに庭園 
●  

・園地，園路  ● 

・知恩院境内に至る管理用道路  ● 

○水系 ・吉水大弁財天女名水吉水 ・長樂寺八功德水 ●  

※各構成要素が，名勝円山公園の本質的価値のうち，名勝公園の価値と都市公園の価値とのいずれかに該当するかを整理。 
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■構成要素 価値との関係※ 

区 分 詳細 名勝 都市 

○建築物・ 

工作物 

建築物 

・指定有形文化財（建造物）並びにそれに準ずる建築物 

 －安養寺本堂・書院，吉水大弁財天女堂， 

  長樂寺本堂（市指定・登録文化財）・鐘樓・庫裡等 

●  

・便益施設（飲食店他） ● ● 

・公園施設（四阿，トイレ）  ● 

工作物 

・園地並びに境内の景石，石造物 
 －安養寺慈鎮和尚塔（国指定重要文化財），長樂寺建禮門院供養塔等 

●  

・公園施設（ベンチ，サイン類，照明等）  ● 

○植栽・植生 
・園地，境内，及び，便益施設の樹木  ● 

・圓山山麓の植生 ●  

○遺跡・遺構 ・周知の埋蔵文化財包蔵地（知恩院境内） ●  

■該当区域の関係法令 

・風致地区第１種地域 ・歴史的風土特別保存地区 ・眺望景観保全区域近景デザイン保全区域 等 

※各構成要素が，名勝円山公園の本質的価値のうち，名勝公園の価値と都市公園の価値とのいずれかに該当するかを整理。 

（ウ）構成要素毎の保存管理方針 

全般と併せて，該当区域固有の構成要素について以下のとおり保存管理方針を定める。 

○地形・地割 

・圓山山麓の傾斜地形を活かした，安養寺並びに長樂寺境内，左阿弥の敷地並びに庭園についても，

山麓の重要な構成要素として，現況を維持する。 

・圓山山麓の地形を活かした都市部への眺望景観の保存管理を行う。 

・知恩院境内に至る管理用道路は，所有者と協議の上，保存管理を行う。 

○水系 

・民地である吉水大弁財天女名水吉水と長樂寺八功德水は，圓山山麓の重要な水景として水源・水

量の確保等，所有者と協議の上，保存管理を行う。 

○建築物・工作物 

・民地である安養寺，吉水大弁財天如堂及び長樂寺の伽藍は，所有者と協議の上，保存管理を行う。 

・伽藍や，左阿弥の建築物を，圓山山麓の風致景観と園池からの眺望景観を構成する重要な要素と

して保存管理する。 

○植栽・植生 

・圓山山麓の景観を特徴づけているシダレザクラやサクラ類，カエデ類等の樹木を恒常維持管理す

る。 

・圓山山麓からの眺望景観を復活させるために，樹木の伐採を検討する。 

・名勝円山公園の背景となる圓山山麓の植生を保全する。 

   
圓山山麓から望む眺望 圓山山麓の植栽・植生 園地 

   
安養寺 長樂寺 左阿弥 
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２）東大谷参道 

東大谷参道は，東本願寺大谷祖廟に至る参道である。慶長７年（1602）東西二派にわかれた本願

寺は，祖廟を圓山の東北隅に築いたが，承応２年（1653）に徳川家綱が現在の地を寄進したことか

ら祖廟をここに移して以来，東大谷という。 

東大谷参道は，現在も，東大谷祖廟や東大谷墓地への参拝道として，多くの参拝者に利用されて

いるとともに，八坂神社や知恩院から高台寺に至る往来の要所となっている。 

 

（ア）区域の保存管理方針 

大谷祖廟に至る東大谷参道として，所有者と協議を行い，適切な保存管理を図る。 

 

（イ）区域の構成要素 

■構成要素 価値との関係※ 

区 分 詳細 名勝 都市 

○地形・ 

 地割 

地形 ・圓山山麓に至る東大谷参道の地形 ●  

地割 ・東大谷境内並びに参道 ●  

○工作物 ・石造物（燈籠等） ●  

○植栽・植生 ・東大谷境内の樹木 ●  

○行催事の場 ・東大谷祖廟，東大谷墓地への参拝 ●  

※各構成要素が，名勝円山公園の本質的価値のうち，名勝公園の価値と都市公園の価値とのいずれかに該当するかを整理。 

■該当区域の関係法令 

・風致地区第 1 種地域 

・歴史的風土特別保存地区 

・眺望景観保全区域近景デザイン保全区域 等 
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（ウ）構成要素毎の保存管理方針 

全般と併せて，該当区域固有の構成要素について以下のとおり保存管理方針を定める。 

○地形・地割 

・東大谷境内並びに参道として，恒常維持管理の範囲で修繕する。 

○工作物 

・点検等の結果を踏まえ，石造物き損部の定期修理を行う場合は，可能な限り往時の材料・工法を

用いる。 

○植栽・植生 

・東大谷参道の景観を特徴づけているクロマツ等の樹木の恒常維持管理を行う。 

○行催事の場 

・東大谷祖廟，東大谷墓地への参拝路として，参拝者の誘導を図る。 

 

 

東大谷参道 平成 26 年（2014）５月 17 日撮影 参道入り口から東大谷祖廟，圓山を望む 

 

年始の参拝風景 平成 27 年（2015）１月３日撮影 東大谷祖廟から参道，都市部を望む 
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３）園池 

園池は，平安の昔，一面に真葛などが生い茂る原野として，真葛ヶ原と呼ばれていた。真葛ヶ原

は，江戸期になると，八坂神社から圓山山麓の六阿弥に至る往来の要所として賑わった。 

公園開設時点では，真葛ヶ原は公園地に含まれていなかったが，公園として一帯の風致景観の統

制をとるため，明治 23 年（1890）から明治 42 年（1909）にかけて行われた公園拡張事業により公

園地に含まれた。その後，明治・大正期における武田五一と植治の改良工事により，現在の園池の

景観がつくられた。 

 

（ア）区域の保存管理方針 

武田五一と植治によりつくりだされた名勝指定当時の景観へと戻すための再整備（修復）を行う。 

また，適切に保存管理された名勝円山公園へ国内外から多くの公園利用者を迎えられるよう，公

園施設の充実を図り，公園機能を維持・向上する。 

 

（イ）区域の構成要素 

■構成要素 価値との関係※ 

区 分 詳細 名勝 都市 

○地形・ 

 地割 

地形 ・築山，中島等の地形 ●  

地割 ・園地，園路，石段，橋，沢飛び ●  

○水系 
・滝，滝流れ，流れ，瀬落ち，ひょうたん池 
・井戸水取水ポンプ施設 

●  

○建築物・ 
工作物 

建築物 
・公園施設（四阿，トイレ等） 
・便益施設（飲食店） 

 ● 

工作物 

・石組み（滝，護岸，園路，植込み等） 
・景石（石島，舟着き等） 
・石造物（燈籠，手水鉢，蹲踞） 

●  

・公園施設（藤棚，ベンチ，サイン類，照明（瓦斯灯）等）  ● 
・石像（坂本龍馬・中岡慎太郎像） 
・石碑（寺井玄溪），歌碑（太田久太郎歌碑，衹園小唄歌碑） 

 ● 

○植栽・植生 
・園池の樹木，シダレザクラ２本 
・園池の植生 

● ● 

※各構成要素が，名勝円山公園の本質的価値のうち，名勝公園の価値と都市公園の価値とのいずれかに該当するかを整理。 
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■該当区域の関係法令 

・風致地区第 1 種地域 

・歴史的風土特別保存地区 

・眺望景観保全区域近景デザイン保全区域 等 

 

（ウ）構成要素毎の保存管理方針 

全般と併せて，該当区域固有の構成要素について以下のとおり保存管理方針を定める。 

○地形・地割 

・地形・地割は，作庭意図を反映する重要な要素である。このため，園池においては，景観のまと

まりをもとに区域を詳細に把握する。 

・定期修理に伴う発掘調査等により，作庭当時の地形・地割が確認できた場合は復原を検討する。 

・園池から望む華頂山，圓山等への眺望景観の保存管理を行う。 

○水系 

・植治の庭づくりにおいては，水が重要な要素である。特に園池においては，滝から，流れ，ひょ

うたん池へと水が変化のある景観をつくりだしている。これらの水景の保存管理を行うため，井

戸水取水ポンプ施設による水源・水量の確保等，恒常維持管理を行う。 

○建築物・工作物 

・配置された石組み，景石，石造物は，園池を構成する重要な要素として，恒常維持管理を行う。 

・また，点検等の結果を踏まえ，護岸石組みき損部の定期修理を行う場合は，伝統的技術の保存継

承の観点から，可能な限り往時の材料・工法を用いる。 

○植栽・植生 

・園池の景観を特徴づけているシダレザクラやサクラ類，カエデ類，アカマツ，クロマツ等の樹木

の恒常維持管理を行う。 

・重要なシダレザクラ２本やサクラ類については，樹勢回復措置を検討する。 

・圓山山麓からの眺望景観を復活させるために，樹木を維持管理し，眺望景観との調和を図る。 

 

   
滝流れ 流れ ひょうたん池舟着きからの眺望 

   
園池東部の築山 園池北西部の園地 園池南部の園地 
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４）衹園枝垂桜周辺 

衹園枝垂桜周辺は，江戸期以前より衹園林夜桜として名所図会に紹介されるほどの花見の名所で

あった。また，明治６年（1873）に，衹園宝寿院の庭にあった枝垂桜が明石博高により寄付されて

以来，昭和 22 年（1947）まで，夜桜の象徴として多くの花見客に親しまれた。 

公園開設以降，衹園枝垂桜周辺において，昭和 24 年（1949）の二代目枝垂桜の移植をはじめとし

た植栽の充実，公園施設や便益施設の維持管理をおこなってきたことで，現在も，衹園の夜桜など

の行催事の場として賑わいを見せている。 

 

（ア）区域の保存管理方針 

江戸期から連綿と続く衹園の夜桜など，衹園枝垂桜周辺における行催事を支える場として，衹園

枝垂桜周辺の保存管理を行い，公園機能の維持・向上を図る。 

 

（イ）区域の構成要素 

■構成要素 価値との関係※ 

区 分 詳細 名勝 都市 

○地形・ 

 地割 

地形 
・衹園林周辺の地形 

・衹園枝垂桜の植込み 
●  

地割 ・園地，園路 ●  

○水系 ・水路  ● 

○建築物・ 

 工作物 

建築物 

・八坂神社関係施設（茶室（清々館），衹園祭山鉾館）  ● 

・公園施設（四阿，トイレ） 

・公衆電話棟 

・便益施設（飲食店） 

 ● 

工作物 
・ラジオ塔，時計塔，飲水鉢  ● 

・公園施設（藤棚，ベンチ，サイン類，照明，車止め等）  ● 

○植栽・植生 
・衹園枝垂桜をはじめとした園地の樹木  ● 

・衹園林 ●  

○遺跡・遺構 ・周知の埋蔵文化財包蔵地（八坂神社） ●  

○行催事の場 ・衹園祭 ・年末年始，花見（衹園の夜桜）時期に伴う露店 ● ● 

※各構成要素が，名勝円山公園の本質的価値のうち，名勝公園の価値と都市公園の価値とのいずれかに該当するかを整理。 
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■該当区域の関係法令 

・風致地区第 1 種地域 

・歴史的風土特別保存地区 

・眺望景観保全区域近景デザイン保全区域 等 

 

（ウ）構成要素毎の保存管理方針 

全般と併せて，該当区域固有の構成要素について以下のとおり保存管理方針を定める。 

○地形・地割 

・衹園林が残る周辺の地形と，衹園枝垂桜の植込みは現況を維持する。 

○水系 

・衹園枝垂桜周辺北部を流れる水路は，便益施設と一体となり景観をつくりだしていることから，

その水景を適切に保存管理していくため，水源・水量の確保等，恒常維持管理を行う。 

・局地的豪雨により八坂神社に水が流出するため，埋蔵文化財に配慮した排水対策を検討する。 

○建築物・工作物 

・清々館と衹園祭山鉾館は，隣接する八坂神社の関係施設として所有者との協議の上，衹園枝垂桜

周辺の風致景観を構成する重要な要素であることから保存管理を行う。 

・ラジオ塔や時計塔，飲水鉢等の工作物の恒常維持管理を行う。 

○植栽・植生 

・衹園枝垂桜を中心に，景観を特徴づけているシダレザクラやサクラ類，カエデ類，クロマツ等の

樹木の恒常維持管理を行う。 

・特に，シダレザクラやサクラ類については，樹勢回復措置を検討する。 

・衹園林についても，衹園枝垂桜周辺の重要な構成要素として保全する。 

○行催事の場 

・衹園の夜桜など，行催事の場としての活用を図るとともに，踏圧等によるサクラ類への影響緩和

やゴザの貸し出しによる景観対策など，行催事の場としての保存管理を行う。 

 

   
花見の様子 衹園枝垂桜周辺 北部園地・水路 衹園枝垂桜周辺 南部園地 

   
ラジオ塔と衹園祭山鉾館 八坂神社から衹園枝垂桜へ至る園路 衹園枝垂桜から知恩院へ至る園路 
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５）音楽堂周辺 

音楽堂周辺は，平安の昔，一面に真葛などが生い茂る原野として，真葛ヶ原と呼ばれていた。江

戸期には，雙林寺，西行庵及び芭蕉堂があり，知恩院，八坂神社から高台寺に至る往来の要所とし

て賑わっていた。なお，明治期の上知令により雙林寺境内の多くが官有地となった。 

公園開設以降は，園地や便益施設とともに主に雙林寺境内としての風致景観を形成してきたが，

昭和２年（1927）に音楽堂が建設されて以降，活発な集客イベント開催に伴う集散の場として利用

されている。 

 

（ア）区域の保存管理方針 

雙林寺並びに西行庵を含む区域として，名勝地を形成してきた成立過程を重視した保存管理を行

うとともに，活発な集客イベントの開催に伴う集散の場として公園機能を向上し，更なる公園利用

の促進を図る。 

 

（イ）区域の構成要素 

■構成要素 価値との関係※ 

区 分 詳細 名勝 都市 

○地形・ 

 地割 

地形 ・音楽堂周辺の地形 ●  

地割 
・雙林寺境内及び伽藍配置 

・音楽堂，西行庵，及び，芭蕉堂の敷地 ・園地，園路 
●  

○水系 ・井戸水取水ポンプ施設  ● 

○建築物・ 

 工作物 

建築物 
・雙林寺伽藍 ・公園施設（音楽堂） ●  

・便益施設（西行庵，芭蕉堂他，飲食店） ● ● 

工作物 

・園地並びに境内の景石，石造物 
 －雙林寺法華塚，平康頼・西行・頓阿塔，圓山慶舉の碑，芭蕉堂石碑等 

●  

・公園施設（ベンチ，サイン類，照明等）  ● 

○植栽・植生 ・園地，境内，及び，便益施設の樹木 ● ● 

○遺跡・遺構 ・周知の埋蔵文化財包蔵地（高台寺境内（雲居寺跡）） ●  

○行催事の場 
・西行庵花供養，芭蕉忌 ●  

・音楽堂を拠点とした集会等の利用  ● 

※各構成要素が，名勝円山公園の本質的価値のうち，名勝公園の価値と都市公園の価値とのいずれかに該当するかを整理。 
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■該当区域の関係法令 

・風致地区第 1・２種地域 

・清水寺周辺特別修景地域 

・歴史的風土特別保存地区 

・産寧坂地区伝統的建造物群保存地区 

・眺望景観保全区域近景デザイン保全区域 等 

 

（ウ）構成要素毎の保存管理方針 

全般と併せて，該当区域固有の構成要素について以下のとおり保存管理方針を定める。 

○地形・地割 

・雙林寺境内及び伽藍配置と，音楽堂，西行庵，及び，芭蕉堂の敷地についても，音楽堂周辺の重

要な構成要素として，現況を維持する。 

○水系 

・園池の水景を保存管理していくため，水源・水量の確保ができるよう，井戸水取水ポンプ施設の

恒常維持管理を行う。 

○建築物・工作物 

・民地である，雙林寺伽藍と西行庵の建築物は，所有者と協議の上，保存管理を行う。 

・音楽堂の建物等については，名勝円山公園の重要な構成要素として，今後の利用のあり方を踏ま

え，保存管理を行う。 

・雙林寺，西行庵に設置された景石並びに石造物は，所有者と協議の上，保存管理を行う。 

○行催事の場 

・西行庵並びに芭蕉堂で行われる行催事の場の保存管理を行う。 

 

   

雙林寺 音楽堂脇の園地 井戸水取水ポンプ施設 

   

音楽堂 正面 西行庵 音楽堂周辺南東部の広場 
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６）市民の森 

市民の森は，江戸期以前は衹園北林と呼ばれていた。 

公園開設当時は，衹園北林とともに芝生地や築山があり，市民の憩いの場となっていた。昭和 31

年（1956）に，円山公園は，都市公園法に基づく都市公園となり，市民の森に昭和 46 年（1971）に

地下駐車場が開設されて以降も，行催事や各種イベントに利用できる場となっている。 

 

（ア）区域の保存管理方針 

衹園北林が残る市民の憩いの場として，市民の森の保存管理を行うとともに，繁華街に近い立地

を活かし，にぎわいの創出を図る。 

 

（イ）区域の構成要素 

■構成要素 価値との関係※ 

区 分 詳細 名勝 都市 

○地形・ 

 地割 

地形 ・衹園北林周辺の地形 ●  

地割 ・園地，園路  ● 

○水系 ・水路  ● 

○建築物・ 

 工作物 

建築物 
・地下駐車場等 
・公園施設（四阿，トイレ） 

 ● 

工作物 
・公園施設（ベンチ，サイン類，照明等）  ● 

・石造物（働く少年の像等），歌碑  ● 

○植栽・植生 
・市民の森の樹木  ● 

・衹園北林 ●  

○遺跡・遺構 ・周知の埋蔵文化財包蔵地（衹園遺跡，八坂神社） ●  

○行催事の場 
・年末年始，花見（衹園の夜桜）時期に伴う露店 ● ● 

・イベント等  ● 
※各構成要素が，名勝円山公園の本質的価値のうち，名勝公園の価値と都市公園の価値とのいずれかに該当するかを整理。 

■該当区域の関係法令 

・風致地区第 1 種地域 

・歴史的風土特別保存地区 

・歴史遺産型美観地区 

・眺望景観保全区域近景デザイン保全区域 等 
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（ウ）構成要素毎の保存管理方針 

全般と併せて，該当区域固有の構成要素について以下のとおり保存管理方針を定める。 

○地形・地割 

・園地については，繁華街に近い立地を活かした定期修理を検討することで，都市公園として，市

民への憩いの場，賑わいの場の提供等，公園機能の維持・向上を図る。 

○水系 

・市民の森の水景を適切に保存管理していくため，水源・水量の確保等，恒常維持管理を行う。 

○建築物・工作物 

・地下駐車場については，名勝円山公園の主要な施設であることから，恒常維持管理を行う。 

○植栽・植生 

・市民の森を特徴づけている，衹園北林，シダレザクラやサクラ類，カエデ類，アカマツ，クロマ

ツ等の植栽樹木の恒常維持管理を行う。 

・衹園北林についても，市民の森の重要な構成要素として保全する。 

○行催事の場 

・年末年始や衹園の夜桜など，行催事の場の保存管理を行う。 

・イベント等の開催など，市民の森の利用を促進できるよう，行催事の場の保存管理を行う。 

 

   

衹園北林 市民の森の植栽樹木 園地 

   

四阿・水路 地下駐車場車両進入口 地下駐車場 利用者出入り口 
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７）便益施設 

便益施設は，江戸期以前は衹園北林と呼ばれていた。 

公園開設当時は，衹園北林とともに芝生地や築山があり，市民の憩いの場となっていた。明治 39

年（1906）から明治 42 年（1909）に行われた第２次公園拡張工事に伴い，衹園枝垂桜周辺の南部，

八坂神社東門からの園路南側に連なっていた遊戯場等が，現在，便益施設がある箇所へ移動させら

れた。現在も，飲食店他，便益施設が立ち並び，国内外から多くの公園利用者を迎え賑わっている。 

 

（ア）区域の保存管理方針 

便益施設が集積する区域として，所有者との協議の上，適切な保存管理がなされるように，「（仮称）

京都市円山公園条例」の制定等の制度の見直し等を踏まえた公園機能の維持・向上を図る。 

その上で，国内外から多くの公園利用者を迎えられるよう，来訪者の増加や国際化への対応等，公

園利用の促進を図る。 

 

（イ）区域の構成要素素 

■構成要素 価値との関係※ 

区 分 詳細 名勝 都市 

○地形・ 

 地割 

地形 ・衹園北林周辺の地形 ●  

地割 ・園地，園路  ● 

○建築物・ 

 工作物 

建築物 ・便益施設（飲食店他）  ● 

工作物 ・公園施設（サイン類，照明等）  ● 

○植栽・植生 ・園地並び便益施設の樹木  ● 
※各構成要素が，名勝円山公園の本質的価値のうち，名勝公園の価値と都市公園の価値とのいずれかに該当するかを整理。 

■該当区域の関係法令 

・風致地区第 1 種地域 

・歴史的風土特別保存地区 

・眺望景観保全区域近景デザイン保全区域 等 
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（ウ）構成要素毎の保存管理方針 

全般と併せて，該当区域固有の構成要素について以下のとおり保存管理方針を定める。 

○地形・地割 

・衹園北林が残る周辺の地形は現況を維持する。 

・園路については，公園利用者の通行に配慮するとともに，関係車両の進入や荷捌き場

所としての利用の方法について検討を行う。 

・風致景観に配慮し，無電柱化を検討する。 

○建築物・工作物 

・便益施設は，所有者との協議の上，適正化を進める。 

・便益施設周辺に設置する自動販売機や看板などの工作物については，色彩や規模，形

態等，所有者との協議の上，適正化を進める。 

○植栽・植生 

・便益施設の景観を特徴づけているサクラ類，カエデ類，アカマツ，クロマツ等の樹木

を維持管理する。 

 

 

 

 

 

 

   

知恩院門前 便益施設 いもぼう 

   

東部園路中央 東部園路中央からの西向きの眺め 東部園路西入口からの東向きの眺め 


